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令和８年４月

 

市道橋補修設計業務（別保１２号橋）

契約締結日の翌開庁日から令和8年11月30日まで
委託期間

大津市別保二丁目

市道橋補修設計業務（別保１２号橋）



設計書

市道橋補修設計業務（別保１２号橋）

単位 数量 業者A 業者B 業者C 業者D

式 1 304,170 501,000 351,181 365,805

　現地調査 式 1 369,930 321,250 212,948 236,680

　調査結果の分析 式 1 224,970 123,160 65,640 93,960

　補修設計 式 1 932,100 545,930 856,502 507,982

　概算工事費算出 式 1 189,350 545,930 236,450 94,580

　報告書作成　 式 1 169,000 193,800 267,715 267,715

　照査技術者による照査 式 1 245,800 160,200 140,175 140,175

式 1 365,600 365,600 365,600 245,400

2,800,920 2,756,870 2,496,211 1,952,297

式 1 245,000 243,000 233,000 208,000

式 1 17,645 17,368 15,726 12,299

式 1 20,000 24,300 15,400 26,000

式 1 16,000 20,000 11,000 20,000

式 1 80,000 56,000 88,000 60,000

式 1 9,000 35,000 66,200 40,000

387,645 395,668 429,326 366,299

3,188,565 3,152,538 2,925,537 2,318,596

※電子成果品作成費については、設計業務等標準積算基準書 （一財）経済調査会より算出している。
※旅費交通費については、設計業務等標準積算基準書 （一財）経済調査会より率計上している。

4.0

1.異常値の判定

　１業務当りの合計額より判定する。

( 3188565+3152538+2925537+2318596 ) / 4 = 2896309

(下限)＝ = 2896309×0.7 = 2,027,416 円 (上限)＝  = 2896309×1.3 = 3,765,201 円

2.各費用の算定方法

　１）異常値を排除した１業務当りの合計額の平均より業務単価を算定する。

　　　 　業務単価＝（正常値合計）/4＝ 2,896,309

※最大有効桁数7桁 　 ≠ 2,896,309

　２）異常値を排除した直接人件費の小計額の平均より直接人件費を算定する。

　　　直接人件費＝（正常値）/4= 2,501,574

※最大有効桁数7桁 ≠ 2,501,574

0 0

　３）１）及び２）で算定した価格により直接経費を算定する。

直接経費＝業務単価-直接人件費＝  = 2896309-2501574 = 394,735

※端数処理は行わない。

3.間接費

　その他原価 　直接人件費*0.35/（1-0.35）＝ 1,347,097

　一般管理費等 　(業務原価)*0.35/(1-0.35)＝ 2,285,074 - 8,480 ※端数調整 = 2,276,594 円

4.業務価格

4.業務価格(まるめ）

5.消費税相当額 10%

6.業務委託料

備 考業 務 区 分

　計画準備

直接人件費

4回

小　計

　打合せ協議

2検体

2検体

2箇所　コア採取（復旧・鉄筋探査含む）

詳細設計

率計上　宿泊無

  電子成果品作成費

　旅費交通費

　一軸圧縮強度試験

1箇所　舗装厚調査（復旧含む）

異常値判定（※は異常値）

小　計

合　計

　中性化試験

直接経費

6,520,000

652,000

7,172,000

平均値：

正常値：

異常値： 無し

6,528,480


